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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・8/30、8/31岩手リハビリテーション学院作業療法学科学生1名、青陽館の見学を実施予定。慶長が対応。
・大人の日帰り旅行について
日にち：9/20（木）場所：八幡平（あんとらあ・後生掛温泉・遊歩道散策）

大人日帰り旅行への参加者を集計し参加者リストを作成している為、参加する方は確認すること。

・9/21（金）法人防災訓練実施予定。紫葉さんが参加予定。
・千葉学園看護学生の実習について、9/12（水）に実施予定。

・医療福祉学会抄録について、8/31（金）までに小嶋SGMへ提出し確認してもらうこと。
・松川順子様の生活保護費に関する面談について、担当者の体調不良により延期となっている。今後の日程は連絡がくる予定。また、サービス担当者会議を8/31（金）に実施。柴崎さんが参加予定。
・昇格試験について、8/30（木）まで実施中。時間は17：30～18：30。場所はメンタルケア病棟3階会議室。受験者は申し込みした日程に受験すること
・9/5（水）立入検査がある。先週までに報告していない人は、自分の担当分の最新の書類がアップロードされているか確認し、今週中に小嶋SGMへ確認終了の報告をすること。また、不安な人は最終確認も行うこと。また、当日青陽館を見に来る可能性がある為、水周りや手指消毒容器の日付など、環境整備を徹底して行うこと。
・工事による職員駐車場の移動について
8/30（木）～9/13（木）9：00～17：00の間、青陽館スタッフの駐車場が通行できなくなる。遅番者の駐車場が入れないため、工事期間は当院職員駐車場の第2駐車場へ駐車すること。第2駐車場が満車のときは第3駐車場、第3駐車場も満車のときは青陽館横に駐車すること。また、利用者の中で、家族から送迎してもらって来ている方に対しても、工事の件について情報を伝えること。
・ジョブガイダンスについて、参加者への声掛けは継続して行うこと。聞きたいことややりたいことも併せて確認していき、案は9/6までに柴崎さんまで連絡すること。
・8/31（金）鳥谷部さんが遅刻予定。それに伴い、デイケア日勤は慶長、戸賀沢、三國。デイナイトケア日勤は小嶋、佐々木、鳥谷部で対応予定。
＜研修案内＞
・9/4（火）八戸リスクマネジメント講演会　場所：八戸パークホテル
・9/8（土）院内感染対策研修会　場所：はちふくプラザねじょう
・第3回法人研修
9/4（火）ビデオ研修6日（木）17:30～18:30　場所：メンタル４階メモリアルホール

テーマ：｢医療・介護事故予防と事故時の対応について｣　講師：鈴木陽大　弁護士
・看護グループ内研修
9/7（金）17：15～17：45　場所：メンタルケア病棟3階会議室
テーマ「救急対応」　講師：藤原SGM
・東北精神保健福祉学会　山形大会
「気づき、そして、つなぐ―多様化する医療・保健・福祉―」

9/30（日）9：20～16：30　場所：山形テルサ
プログラム・抄録集が青陽館2階相談室にあるので、興味がある人は確認すること。
＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～来所時に今朝までの薬の空包を確認し全て揃っている。本日、八戸赤十字病院外科にて、胸のしこりの検査結果を確認する為、空包確認後早退している。
・磯島　貴広　様～来所後、身体障害者用トイレの中に篭っており、レクダンスに参加せずに過ごしている。トイレの中では歩きまわっている様子で、作業療法中にも同様の様子がある。担当スタッフから可能な範囲での運動を行うように言われていることを振り返り、運動への参加を促すが「これ以上悪くなったらどうするんですか」と話し、運動に参加せずにいる。胸骨については、コルセットをしており、八戸整形外科より鎮痛剤をもらい服用しているとのこと。積極的に活動することなく、身体状況も悪化傾向にある為、担当スタッフから再度現状の振り返りを行い、対応していく。
・成田　早希　様～本人より架電があり、不調が続いているとの報告がある。8/18から眠れておらず、8/21に当院を受診し眠剤が処方になっているが、大きく変わらないとのこと。また、職場からいつから来れるのか連絡があり、「こんな状況なのにわかってくれないなんて、嫌だ」と不満げに話している。明日当院受診予定とのことで、体調を相談しつつ、仕事を休むのであれば診断書を書いてもらう等の相談を併せてしてみるよう促している。最近些細なことでイライラしている様子があり、病状が変化している為、状態変化や言動に注意しながら対応していく。
・曽我　泰庸　様～気分の高さが目立っており、特定女性利用者様（根地戸恵様）に接触しようとすることがあるが、相手が離れて実際に触れることは無く経過している。冗談を話すなどの様子が目立つ為、引き続きトラブルなく過ごせるよう関わっていく。
・根地戸　恵　様～特定男性利用者（曽我泰庸様）から触られそうになっているが、相手と距離をとって対処している。父様のこと等、スタッフに話していることがあるが、問題なく過ごすことが出来ている。
・前野　義勝　様～定時になっても来所せず、スタッフから電話連絡をしている。電話したが繋がらなかったと話しており、本日病院受診をしようと思っていると話している。理由を聞くが答えられずにいる。最近デイケアを欠席することや勝手な理由で行動することが目立っている為、来所時に本人と現状を振り返り、安定してデイケアを利用できるよう関わっていく。
・豊川　明男　様～本人より架電があり、体が疲れているからデイケアを欠席すると話している。グループホーム世話人には報告していないとのことで、相談しつつ、明日はデイケアに来所するよう促している。
・平　京子　様　～今週月曜日40℃の発熱があり、早退した為、来所時に体調を確認。熱はすぐに落ち着いたとのことだが、現状倦怠感が継続しているとのこと。普段通りプログラムに参加しているが、引き続き体調変化に注意しながら対応していく。

・田名部　一樹様～ハローワークより情報提供があり、先日、今後就労継続支援A型事業所の利用か、障害を開示した一般就労を行いたいと、本人と就労移行支援「プラーナ」職員で相談しに来たとのこと。デイケアスタッフより、デイケアは月1回のみの利用であること、やる気が感じられないこと、プラーナを利用してからも本人独自の理由で休み週3回程しか利用出来ていないこと等の情報を提供。今後の案として、別施設での訓練を考えているが、利用が難しい場合はデイケアの利用を増やすことも考えられる為、次回来所時にプラーナの利用期間を踏まえた上での状況を確認し、対応を検討することとしている。、
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、昨晩体調不良を訴えることはないが、足を洗いに来ず、スタッフから呼ばれることによって来ているとのこと。その際にコップを持ち歩いているが、部屋に帰る際には戻していたとのこと。デイナイトケアでは、午前中膝を抱えるようにして外を見ており、スタッフから体調を聞くと「いつも通り調子が悪い」と話していたとのこと。静養室を使うほどではないとのことで、様子を見ながら対応しているが、昼食後漠然とした不調を訴え、静養室にて休養している。バイタルサインは、血圧159/109ｍｍHg、脈拍65回/分。再検でも大きな変化は無い為、休養後の体調を確認しつつ、適時対応していく。また、明日で治験が終了となる予定となっている。
・古川　富蔵　様～2日前から酸っぱいのが上がってくるとの不調を訴えているが、本日は問題なく排便があったと報告している。昨日は来所後に不調を訴えていた為、引き続き不調の状態を確認しながら関わっていく。
・吉田　キクエ様～青風荘より情報提供があり、排尿時に痛くなってきたような気がすると訴えていたとのこと。来所時に排尿時痛について聞くと「痛い」と話しており、短時間に何度もトイレに行っている。「トイレに何度もいかさって参っている」と話しており、夜間は眠っているが熟睡感はないとのこと。青風荘と情報共有しつつ、トイレでの拭き方等の対応を確認しながら対処することとしている。また、本日は食事摂取時に義歯を外すことなく摂取しており、問題なく対処している。
・板橋　利美　様～先日から聞かれている買い物に関する話をすることはないが、居眠りが目立っており、普段運動療法時にトイレに行っているが、トイレに行くことなく椅子に座って眠っている。睡眠状況が不安定になっていることが考えられる為、状況を確認しながら対応することとしている。また、昨日本人より、夜間オムツをしているが、オムツで抑えれない分漏れてしまうとのこと。水分摂取量を確認すると、睡眠前に水分を計1ℓ飲んでいるとのことで、飲みすぎであることを伝え、控えるよう促している。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（久保興介様）
実施日：H30年8月30日（木）13：30～14：00

検討内容　対応の確認

	氏名
	久保　興介様
	性別
	男
	年齢
	30
	生年月日
	S62.12.6

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	薬物療法･精神療法を継続し､症状の安定化を図っていく。

	本人希望
	SSTに参加して、いろいろと話せるようになりたい
時間を上手く使えるようになって、自分がやりたいことをやってみたい

	入院歴
	3回　H28.2.12～H28.12.25

	通所歴
	青陽館利用　2回目
H29年5月25日～現在　　（週1回/木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護五福

	住居：両親と同居
	家族構成

父、母、兄、妹

	利用制度
	障害基礎年金2級、精神障害者保健福祉手帳2級
自立支援医療受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに参加しながら今後の方向性を決めていく
	①プログラムに参加し、活動性を向上する。


	①自分からプログラムに参加し、活動性を向上する。


	①-1来所時はプログラムに参加すると共に、自主活動時は自分が出来る活動を行いながら活動的に過ごす。スタッフはプログラム参加状況を確認し、何も取り組んでいない際にはプログラムへの参加を促していく。

①-2デイケアのプログラムを通じ、今後の方向性を検討できるようになる。スタッフはプログラム参加時の感想を聞きつつ、定期的に面談を行い、本人の今後に関する考えを確認していく。

	
	②デイケアでの活動を通じ、対人交流技能を向上する。
	②ＳＳＴへの参加、デイケアでの対人交流を通じ、自分の意見を話せるようになる。
	②ＳＳＴへの参加やデイケアでの交流を積極的に行い、自分から発言をしていく。スタッフは交流状況を確認し、本人が自発的に話しやすい場面を提供しながら、発言を促していく。

	
	③安定した病状を維持する。
	③自身の体調を把握し、不調時に対処できるようになる。
	③自身の体調に注意し、不調時や変化を感じた際には無理せず相談する。スタッフは本人の体調に注意しつつ、相談があった際には適切な対処を本人と検討し、実践を促していく。


【検討内容】

	実施した結果・現状（達成度○○%）
	今後の対応

	・現在、来所出来ていない日が続いており、3月に1回来所したのみで、以降来所出来ていない。目標計画に合わせた対応が出来ていない為、達成度は0％となる。
・デイケア欠席理由は、母様が車を使っている等の送迎の都合と話すことが多い。

・デイケア欠席時の連絡は、本人からできるようになってきていたが、最近は自分からすることが少なくなっている。電話での口調は穏やかな時があるが、怒っているように感じる口調の時もある等、精神状態の変化や気分のむらがあることが考えられる。
・現在、来所出来ていない日が続いているが、訪問看護から情報を貰いつつ、まずは来所することが出来る様に関わっている。

当院受診時の情報
・6/23最近の調子については、まあまあと話す。幻聴症状や幻触は大丈夫で、夜間の睡眠は取れている。日中は畑仕事をしており、家庭菜園を見習いで行っているとのこと。散歩は近所のスーパーまで買い物を兼ねて行っている。疎通はこれまで通りとれている。
・7/21最近の様子としては、まずまずであったと話す。幻聴や幻触はなく、夜間の睡眠は取れている。毎日畑仕事をしており、趣味は、ギターやカメラなど「ほどほどに」行っているという。言葉少なであるが、必要な疎通はとれている。
・8/18最近の調子はまずまずであったと話す。幻聴などの陽性症状に関しても特になかったようで、夜間の睡眠も取れている。身体面で多少疲れやすいところがあったようだが、日中は家の周りの草刈りなど行っていたようである。診察時の様子としては、言葉数は少ないが、落ちついて受け答えは出来ている。

訪問看護の情報

・8/23先週父親が慢性硬膜下血腫で入院、現在は退院し自宅療養している。お盆中は妹が帰省していたが口論となったとのこと。「いい人をやめるために悪いことをする」「被害妄想につながるので人とは受動的に接する」などコミュニケーションに偏った思考あり。朝から大きな音でユーチューブを流したり、ギターを弾いたりして家族から注意を受けている。家族の感情に対して陰性的な思い込みがあるため、自分の考えや悩みは言語化するように伝えている。
	日中活動は様々行えているようだが、精神症状に影響されている様な言動が自宅で見られている様子。関係機関と情報共有しながら今後の対応を検討する必要がある。また、現状目標に準じた関りは出来ていない為、今後も目標計画を継続し、まずは来所できるように促しを行い、安定した利用が出来るよう関わっていく。また、今後来所出来ない場合は、一度デイケアを中止し、再度利用したい場合には再登録して頂くなどの対応を併せて検討していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに参加しながら今後の方向性を決めていく
	①プログラムに参加し、活動性を向上する。


	①自分からプログラムに参加し、活動性を向上する。


	①-1来所時はプログラムに参加すると共に、自主活動時は自分が出来る活動を行いながら活動的に過ごす。スタッフはプログラム参加状況を確認し、何も取り組んでいない際にはプログラムへの参加を促していく。

①-2デイケアのプログラムを通じ、今後の方向性を検討できるようになる。スタッフはプログラム参加時の感想を聞きつつ、定期的に面談を行い、本人の今後に関する考えを確認していく。

	
	②デイケアでの活動を通じ、対人交流技能を向上する。
	②ＳＳＴへの参加、デイケアでの対人交流を通じ、自分の意見を話せるようになる。
	②ＳＳＴへの参加やデイケアでの交流を積極的に行い、自分から発言をしていく。スタッフは交流状況を確認し、本人が自発的に話しやすい場面を提供しながら、発言を促していく。

	
	③安定した病状を維持する。
	③自身の体調を把握し、不調時に対処できるようになる。
	③自身の体調に注意し、不調時や変化を感じた際には無理せず相談する。スタッフは本人の体調に注意しつつ、相談があった際には適切な対処を本人と検討し、実践を促していく。


